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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・平成28年度六角堂祭について

日時：4/20(水)　13：00～13：30　　場所：六角堂前
雨天時：4/22(金)13：00～に延期⇒延期が決定次第各施設に連絡予定
※当日は集合時間厳守、私語厳禁のこと
・青陽館ボイラー修理について
ボイラー修繕　3/10（木）～終了日未定

ろ過装置清掃　3/26（土）
修繕や清掃により、お湯が出なくなることはない。
・プログラムミーティングについて
3/7(月)16：00～　　場所：相談室
・デイケア見学予定について
3/9(水)13：30から1名青陽館の見学あり。慶長ＳＧＭ対応。
夏堀良美様(男)　　疾患名：双極性気分障害、人格障害
見学後、プログラムへ参加予定。
・グループホーム避難訓練について
3/13(日)にグループホームの避難訓練を行う予定。雨天、降雪時は中止。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～3/2定期訪問実施。部屋を暖かくして、テレビを観ながら過ごしている。体調を確認すると、「頭がモヤモヤして、良くないです。」と話している。しかし、頓服薬を服用することもなく過ごしており、デイケアへも行くことができていたと話していた為、評価している。歯科治療している事で、前歯が5本程ない状態となっている為、お粥を作って食べており、マスクをかけて過ごしている。睡眠も変わらず問題ないと話す。
・大久保　恒夫様～3/6定期訪問実施。居住サポートについて説明し、妻(律子様)が書類に記名捺印している。出来上がった書類は、青明舎で役所に届けることを了承している。最近の体調等にについて確認すると、煙草の量が減っているが喫煙後は喉が渇くとのこと。律子様の体調が少し落ち着いてきているが、体調不良時にいつでも受診出来るようにしているとのこと。食材等レシートを確認。2/19～3/4までの食費は約25,000円程でこれまでと大きく違わない金額だった。
・大久保　律子様～3/5定期訪問実施。体調等聞くと「良い」とのこと。前回訪問時に、体調不良で主治医を代え初受診が近い事を聞いていたので、どうだったのか夫(恒夫様)に聞くと「初受診の時は緊張していたようだ。自分が先生に色々話をしたら『本人から聞きたい』と言われて本人が話をしていた。次回から自分は同行しなくても良いようだ」とのこと。まだ良いも悪いもなく、何回かDrに診てもらうとのこと。次回受診は3月25日だが、調子が悪い場合は緊急受診も考えているとのことだった。
・中居　美津子様～3/6定期訪問実施。部屋は猫の尿臭も強く、相変わらず玄関先から居間にかけて、周囲を囲うように物が積み上げられている。部屋のストーブを点け、コタツに入って音楽を聴きながら過ごしている。体調を確認すると、2～3日前に鼻風邪の症状があったが落ち着いたと話す。膝と腰の痛みについては、サプリメントで対応出来ているとのこと。3/8は耳鼻科で耳鳴りの検査を受けるとのこと。金銭面で1万円アップし、自己管理になったことで、収支を帳面に記載していることを話している。レシートは貼っていないが、金額をその都度記載しているとのこと。うみねこ幸房での就労は、遅刻や欠勤も無く行くことが出来ているが、毎日帰って来ると疲れてしまって家のことが出来ずに寝てしまうと話している。今月のお彼岸は南部町の兄様の所へ行きたいと考えているが、お香料や交通費を考えると1万円程の出費となる為、まだ決めていないと話す。近いうちにマイナンバー申請と自立支援医療の用紙を提出しなくてはならない事を話しているため、忘れず書類を確認し、提出するよう伝えている。併せて、ストーブの管理に気を付けるよう伝えている。
＜グループホーム利用者様情報＞

・番沢　政勝　様～3/5ドア越しに挨拶している。体調は良く、今日はツルハドラックにシェービングホームを購入しに行くとの事。世話人が帰る際、玄関でタバコをすっている。夜間は眠れているが聞くと、眠れているとの事。以前、レボトミン50mgを2錠服用していた。その頃は夜間トイレに起きることが出来ずに失禁していた。今は5mgでらくに起きられるようになったと話している。自分は流されやすいタイプで、だから、みんなが起きる前に朝ごはんを食べなければならないと思ってて、3時4時に起きて食べていた。デイケアに持参する弁当は、前日の9時頃からみんなが寝た頃になるが作って、11時ごろに寝ていた。自分がこだわっていた。別に朝ごはんは8時半から9時の間に食べてデイケアに行ってもいいことなのだと話している。世話人からも、デイケアに行く準備さえ出来ていれば、朝食はその時間で十分に間に合うこと話している。血糖値について、先日の検査で100になっていた。たぶんこの前3週間で1.5ℓの炭酸飲料を7～8本飲んだからかもしれないと話している。いつもは1.5ℓのペットボトルの炭酸飲料を月に1本位なのに、最近飲みたくなって飲むことが多くなってしまったと話している。世話人からは、以前のように月に1本くらいにするように話している。
・中村　茂　　様～3/7訪問時、体調は良く、今日は昨日よこまちストアまで歩いて行った為、足がだるいと話している。デイナイトケアへは遅れても良い為、今日も行く様に話すと、了承している。
・田中　一　　様～3/7訪問時、体調は良く、今日は青南病院定期受診に行くとの事。昨日の昼から夕方にかけて、耳に水が入ったような違和感があった。そして、お酒をコップで7～8杯くらい飲んで酔っ払った時のような眩暈もあった。また、右下の歯の鈍痛があった。以前治療してつめたところとの事。体調不良については、今日の受診の時に主治医に相談するように話している。
・古舘　ヨリ　様～3/3より八戸赤十字病院入院中。3/4朝にあおぞらに電話有り。3/17に退院が決まったとの事。
・淡路　智恵子様～3/2訪問時体調確認すると「昨日、青陽館のお風呂で体ひねって、背中が痛い」と話している。
・坂本　健治　様～3/1訪問時、2月で青山荘での訓練が終了し、3月からはデイケアに行くと話している。チョコクッキーでの就労体験については、2/29に青山荘で話し合い、日程調整中とのこと。3/2特定相談支援所青明舎より情報提供あり、3/7・3/8・3/9・3/11の4日間、チョコクッキーに就労体験することが決まり、3/7(月)9：25によこまちストア田面木店に送迎バスが来るとのこと。
・中村　与一郎様～3/4訪問時、実習がよこまちストア田面木店に決まったとの事。日程は決まっていないが、行く時は、AM8：00～PM13：00の為、朝は7：30には出かける為、世話人の朝の訪問時にはいないと話している。その為、今後検討して決めてから知らせる事約束している。
・藤村　翔　　様～3/8(火)、AM10：30頃に父様の送迎にて、五戸町役場に行き、マイナンバーカードの申請手続きを行う予定とのこと。
＜利用者様情報＞

・我満　奈津紀様～3/3子宮頸部高度異型成にて八戸赤十字病院入院。4日子宮頸部円錐切除術施行。同時に組織検査も行われている。6日退院し、一週間は自宅療養。9日再診予定。組織検査の結果は3週間後外来受診時に報告あり。その結果で癌であれば、薬物療法にするか、手術で子宮摘出するか決めるとのこと。現在出血、疼痛はないと話されている。
・中村　与一郎様～「よこまちストア田面木店で行われた実習の結果が良く、今日程調整中であるが、月～金曜日まで、朝8時～午後1時までパートタイムでの仕事が決まるかもしれないので決まってしまうと通所利用が出来なくなってしまいます。」と話している。詳細が決まり次第報告して欲しいことと、今後のデイケア利用について自身でも考えてみるよう伝えると、「世話人とも相談して考えてみます」と話している。
・小林　満　　様～ベルエポックの体験利用について報告しており、3/8（火）、3/10（木）、3/12（土）に体験利用をしてくるとのこと。先週土曜日の体験利用では、開店前の仕込みや洗い物の作業をしたと話している。仕事については、問題なく実施出来たとのことで、一般就労に向けて準備を進めていきたいと話している。焦って無理をしすぎないことと、不安等はすぐ相談するよう促している。
・岩城　敏夫　様～青風荘より情報提供ある。昨日朝食後、トイレに行き40分程経過してから出てくるが、少量の血液が付着したペーパーをスタッフに見せている。以前も肛門科を通院しており軟膏も注入している事から様子を見ていくよう話すと了承している。本日、トイレ篭りは見られておらず、排便状況については、「便は少し出たけれど、血は出ていない」と話している。
・倉石　ヨシエ様～朝の運動プログラムの時間、ロッカーに行かれている。「神様の声が聞こえる。聞こえなくなったら出てくる」と話している。出て来られないためスタッフ声掛することで、11時のプログラムには参加することできている。今後も話しを傾聴し様子観察していく。
・鈴木　真知子様～昨日、上着を6枚重ね着しており上半身が膨らんでいるため声がけしている。ポケットには使用済みのティッシュやハンドタオルが数枚入っており、衣類調整とゴミ箱に捨てるよう注意していると情報提供ある。本日も、上着6枚重ね着しており、汗を拭いているため、暑くないですかと声掛けすると、「暑いです」と話し、衣類を2枚脱いでいる。気温に合わせて服装を調整するよう話すと「そうですね」と笑顔で答えている。ポケットに使用済みティッシュは入っていない。今後も様子観察していく。
＜外来情報＞
・田中　一　　様～4月よりレボトミンを減薬していく予定。眠りが浅いとの訴えがあったが、特に処方変更はしていない。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（駒木　洋士様）　

実施日：H28年3月7日（月）13：30～14：00

担当チーム：會津・油津

参加者：慶長・戸賀沢・川井・工藤・會津・藤田・坂本・金澤・岩沢・西村

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	駒木　洋士様
	性別
	男
	年齢
	63
	生年月日
	S28.3.2

	主病名
	統合失調感情障害
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	現在の生活を継続。

	本人希望
	病状悪化せず、アパート生活を維持する。

	家族希望
	同上

	入院歴
	計3回（最終：H22年9月2日 ～H26年3月19日）

	通所歴
	1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H22年10月25日～現在　　　（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護ステーション｢五福｣　1回/週(火)

地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣　1回/週(金)

	住居：アパート暮らし
	家族構成

同胞3名第3子次男として出生。

S50年頃結婚し､2子(1男1女)をもうける｡

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	自立支援医療



	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、アパート生活を維持する。
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。
	①服薬を欠かさずに行う。
	①欠かさず服薬する。残した薬包とノートを、訪問看護、デイケアスタッフと一緒に確認する。内服の必要性や、自己調整のリスクについて個別で疾病教室を行う。

	
	②気分変動がないよう、作業に没頭しすぎないようにする。
	②気分の高揚さ、疲労感を感じた時は作業活動を控える。（終了時間を決める）
	②作業を行う際は、終了する時間を決めて、夜更かしをしないようにする。スタッフは、病状変化（気分高揚、多弁、多動、浪費、眼光の鋭さ）の有無の観察し、病状や行動の振り返りを行い、生活改善を促す。

	
	③身体状態に応じた活動できるようになる。
	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	③自己の身体状態を把握し、無理しないよう活動を行う。スタッフは腰痛などの状態を確認し、腰痛が強い場合は生活状況を振り返り、スタッフと一緒に対処法を考える。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①服薬を欠かさずに行う。


	・服薬ノート持参しており、忘薬・自己調整することなく、服薬継続している。

・睡眠は8時間とのことで十分に取れているとのことであるが、日中の眠気はあると話している。また、夕食後に強い眠気を感じることはないが、読書をしていると疲れて寝てしまうとのこと。
	怠薬が原因で再発した経緯がある事から、来所時には服薬ノートを確認し、病状の変化は無いか観察する必要があり、計画継続とする。

	②気分の高揚さ、疲労感を感じた時は作業活動を控える。（終了時間を決める）。
	・気分の高揚さ、多弁さはみられず、落ち着いており、他者交流も穏やか。

・デイケアの作業療法では、読書していることが多く、集中して取り組み、時間内に終了している。

・自宅では、テレビを見たり読書したりして過ごしていることが多いと話している。
	現在は、病状は安定しているが、取り組み状況からも病状の変化が見られないか観察し、些細な変化を見逃さないよう今後も観察が必要であり計画継続とする。また、家族と情報共有し、連携を図っていく。

	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる
	・腰痛については、整形外科を受診し牽引しているとのことで「（牽引すると）いくらか楽になる」と話している。整形外科には以前よりも行かなくなっているとのこと。

・重い物や多くの荷物を抱えて長時間歩くことはないとのこと。

・運動療法ではゆっくりとした動きで、自分の出来る範囲で取り組んでいる。
	腰痛があり、椎間板ヘルニアに罹患している事から、身体状況を確認し、本人が無理して活動していないか振り返る必要があり、計画継続とする。また、無理に運動していることがあるため必要に応じて声掛けを行う。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、アパート生活を維持する。
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。
	①服薬を欠かさずに行う。
	①欠かさず服薬する。残した薬包とノートを、訪問看護、デイケアスタッフと一緒に確認する。内服の必要性や、自己調整のリスクについて個別で疾病教室を行う。

	
	②気分変動がないよう、作業に没頭しすぎないようにする。
	②気分の高揚さ、疲労感を感じた時は作業活動を控える。（終了時間を決める）
	②作業を行う際は、終了する時間を決めて、夜更かしをしないようにする。スタッフは、病状変化（気分高揚、多弁、多動、浪費、眼光の鋭さ）の有無の観察し、病状や行動の振り返りを行い、生活改善を促す。

	
	③身体状態に応じた活動できるようになる。
	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	③自己の身体状態を把握し、無理しないよう活動を行う。スタッフは腰痛などの状態を確認し、腰痛が強い場合は生活状況を振り返り、スタッフと一緒に対処法を考える。


